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マナビアンの姿を披露しよう！！

校長 寒河江 正人

生徒諸君。

運動会がきみたちの活躍の姿を保護者の皆さんに見てもらう機会であるのと同様に、

日頃の授業もまた、きみたちの活躍の姿を保護者の皆さんに見てもらう貴重な機会である。

来週の月曜日、５月２９日から６月２日までの１週間を、

保護者の皆さんに「フリー授業参観」の期間として開放する。

すでに、５月１９日付けにて、保護者の皆さんにご案内を配付済みである。

３年生の生徒諸君、

「義務教育の最終年度を迎え、進路実現を見通しているきみたち一人ひとり」が、

たくましく成長して、一段と落ち着いて大人びた姿を披露してくれるものと期待している。

「本校の顔」にふさわしい「マナビアンの姿」が見られると思うと、今から楽しみだ。

２年生の生徒諸君、

「あの中学校に入学したての幼い１年生の頃」とは、まるで見違えるような、

落ち着いて、集中して、学習に向かうその姿を披露してくれるものと大いに期待している。

中学校１年間の成長は、実に大きいと見る者に感じさせて欲しいものだ。

１年生の生徒諸君、

小学校の頃とは「学習内容」も「学習進度」も、一段とレベルアップしているね。

諸君のご家族は、しっかり授業に臨めているんだろうかと心配しているかもしれない。

さすが中学生ともなるとこんなにしっかり学べるようになるんだなあと感心されたいね。

誰しも、学習には「得意・不得意」がある。「好き・嫌い」もある。

「集団で学ぶこと」が楽しい人もいれば、「個々に学ぶこと」が楽しい人もいる。

「学びのかたち」「学びの姿」は、一様ではない。画一的ではない。多種多様である。

生徒諸君、

「大切にして欲しいこと」は、ただ口を開けて待っている「受け身の姿勢」ではなく、

「自ら求めて、獲得しようと向かっていく姿勢」だ。それが、マナビアンの姿である。


